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あなたと築く、安心元気な愛知
　令和元年12月定例愛知県議会が12月
3日から12月20日までの日程で開催されま
した。
　今議会には、一般会計24億6 , 859万余
円、特別会計6,377万余円、企業会計8,319
万余円、総額26億1,556万余円の増額補正
予算案をはじめ32議案が上程され、可決成
立させました。
　補正予算の主な内容は、「認知症に理解
の深いまちづくり」を目指す「あいちオレン
ジタウン構想」で、団塊の世代の方々が後
期高齢者となる2025年を見据えた取組の
充実・強化、また全県への波及を加速させ
るための予算や、ＣＳＦ（豚コレラ）への緊
急対策として、防疫対策や農家への経営支

援を行うとともに、県内すべての飼養豚に
対するワクチンの接種に要する経費などが
含まれています。このほか、人事委員会勧
告を踏まえて実施する職員の給与改定に
要する経費等も計上されています。
　予算案以外の議案では、いわゆる「貧困
ビジネス」対策として、悪質事業者を規制
するため、無料低額宿泊所の設備及び運
営に関する基準を定める条例を制定しま
した。
　また、議会冒頭では、本県の16年間続
く交通死亡事故全国ワースト１という不名
誉な状況を返上すべく、交通死亡事故の
根絶に向けて決議案を全会一致で決議
しました。

公
用
車
な
ど
の
ド
ラ
レ
コ
デ
ー
タ
の
有
効
活
用
へ

　瀬戸市（以下「甲」という。）、瀬戸防犯協会連合会（以下「乙」という。）及び瀬戸警察署（以下「丙」という。）は、
次のとおり協定を締結する。
（目的）
第１条　本協定は、甲及び乙が管理する車両に搭載されたドライブレコーダーに記録された画像（以下「画像」と
　　　いう。）を、丙に提供する際の協力事項を定めるとともに、甲、乙及び丙が、ドライブレコーダーを活用する
　　　ことにより、安全で安心なまちづくりに資することを目的とする。
（協力事項）
第２条　甲及び乙は、犯罪、交通事故又は市民の安全を脅かす事案が発生し、当該事案の解明のために丙から
　　　法令等の規定に基づく依頼があった場合は、画像の提供及び保存に協力するものとする。
　２　　甲及び乙は、日常業務を通じ、ドライブレコーダーを活用した防犯及び交通安全活動を推進するとともに、
　　　丙は、当該活動が効果的に行われるように協力するものとする。
　３　　乙は、乙の会員に対し、本協定締結の趣旨を周知し協力を要請するものとする。
（秘密の保持）
第３条　丙は、本協定の運用に際して、正当な理由
　　　なく業務上知り得た個人情報をみだりに他
　　　に洩らしてはならない。
（関係法令の遵守）
第４条　省 略
（期間）
第５条　本協定は、協定締結の日から適用し、有効
　　　期間は１年とする。
　２　　省 略
（協議）
第６条　省 略

協定日　令和元年 11月 18日

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。本
年
も「
県
民
目

線
」「
生
活
者
目
線
」「
勤
労
者
目
線
」の
立
場
に
立
ち
な
が
ら
、

地
方
分
権
、地
域
主
権
を
重
ん
じ
る
愛
知
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。私
自
身
が
目
指
す
も
の
は
、こ
の
十
三
年
間
変
わ
る
こ

と
な
く
、生
活
者
の
立
場
に
立
っ
て
県
民
の
生
活
を
向
上
さ

せ
、地
方
分
権
、地
域
主
権
を
進
め
、共
生
社
会
を
つ
く
る
た

め
、未
来
へ
の
責
任
と
持
続
可
能
な
成
長
で
き
る
愛
知
を
目
指

し
ま
す
。あ
ら
た
め
て
、地
域
を
歩
い
て
有
権
者
、県
民
の
声
を

シ
ッ
カ
リ
聞
き
、地
域
の
問
題
を
身
近
な
と
こ
ろ
で
解
決
す
る

こ
と
を
期
待
す
る
声
に
、こ
れ
ま
で
以
上
に
お
応
え
で
き
る
今

後
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
十
一
月
に
瀬
戸
警
察
署
と
瀬
戸
市
役
所
及
び
瀬
戸
防

犯
協
会
連
合
会
が「
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
に
記
録
さ
れ
た
画

像
の
提
供
に
関
す
る
協
定
書
」（
４
面
参
照
）を
締
結
し
ま
し

た
。愛
知
県
下
で
六
番
目
の
協
定
と
な
り
ま
し
た
が
、瀬
戸
市

内
の
犯
罪
被
害
情
勢
は
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、依
然
と
し

て
空
き
巣
な
ど
の
侵
入
盗
被
害
や
子
ど
も
・
女
性
に
対
す
る
声

か
け
事
案
等
が
後
を
絶
た
な
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
、公
用
車

や
自
治
会
で
使
用
さ
れ
て
い
る
車
の
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー

デ
ー
タ
を
効
果
的
に
活
用
で
き
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。 

　

皆
様
の
声
を
も
と
に
日
々
の
活
動
に

力
を
入
れ
ま
す
の
で
、今
後
と
も
、ご
協

力
と
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

元
気
な
瀬
戸
・
愛
知
を
考
え
る

迎 春

ドライブレコーダーに記録された画像の提供に関する協定書

　愛知県としてもこれまで大会招致を続けておりました
『FIA世界ラリー選手権（WRC）』が、2020年11月に日本（愛
知・岐阜）で開催されることが決定しました。
　過去には、2004年から2009年の中断を挟み2010年まで
の6回に渡り北海道で開催されたこともありますが、開催場
所を愛知・岐阜の両県に移し、本州では初開催として再び
日本において熱い戦いが繰り広げられます。
　FIA世界ラリー選手権（WRC）とは、フォーミュラワン
（F1）や、ル・マン24時間耐久レースを含む世界耐久選手権（WEC）などと並び、国際自動車連盟
（FIA）が管理する4つの世界選手権のうちの一つで、1973年以来毎年開催される歴史と伝統を誇る
世界最高峰のラリー選手権であり、現在は地元企業であるトヨタ自動車も参戦中であることから、皆さん
で大会を盛り上げていきましょう。

開 催 日 時
大 会 名 称
開催エリア

メイン会場

／
／
／

／

2020年11月19日～11月22日（予定）
Rally Japan
愛知県内（名古屋市・岡崎市・豊田市・新城市・長久手市・設楽町）
および岐阜県内（中津川市・恵那市）の公道
愛・地球博記念公園（長久手市：通称モリコロパーク）

ＦＩＡ世界ラリー選手権の
　　  愛知・岐阜での開催が決定しました。
ＦＩＡ世界ラリー選手権の
　　  愛知・岐阜での開催が決定しました。

開催
概要



2
0
2
0
年
開
催
予
定
の
２
つ
の
ロ
ボ
ッ
ト
国
際
大
会
を

通
じ
、本
県
の
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
の
振
興
や
世
界
へ
の
発
信
に
つ
い
て
、ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
?

大
会
に
お
い
て
様
々
な
最
新
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ａ
Ｉ
の
展
示
・
体

験
、デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
展
開
す
る
他
、本
県
独
自
の
取
組

と
し
て
、会
場
と
な
る
A
i
c
h
i 

S
k
y  

E
x
p
o
や
中
部
国
際
空

港
を
近
未
来
技
術
の
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
に
見
立
て
、会
場
案
内
や
警
備
、

移
動
支
援
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
ロ
ボ
ッ
ト
が
活
躍
す
る
姿
を
ご
覧
い
た
だ

く
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
。

  

一
方
、国
際
大
会
は
、本
県
の
研
究
者
や
技
術
者
が
世
界
中
の
研
究
者

ら
と
交
流
、連
携
を
図
る
こ
と
で
、有
益
な
技
術
的
知
見
や
ロ
ボ
ッ
ト

開
発
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
機
会
で
も
あ
り
、本
県

が
促
進
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
の
研
究
開
発
や
実
証
実
験
の
取
組
を
通
じ
て
、

新
た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
へ
と
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

知 

事
次
代
を
担
う
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
の

振
興
に
つ
い
て

外
国
人
県
民
が
増
加
す
る
中
、地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

た
め
の
災
害
対
策
や
医
療
体
制
の
充
実
に
向
け
て
、ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
？

災
害
対
策
に
つ
い
て
は
、大
規
模
災
害
時
に「
愛
知
県
災
害

多
言
語
支
援
セ
ン
タ
ー
」を
開
設
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、毎
年
度
の

県
・
市
町
村
総
合
防
災
訓
練
の
中
で
は
、セ
ン
タ
ー
の
設
置
運
営
訓
練
を

実
施
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
今
年
度
か
ら
は
、多
文
化
防
災
に
携
わ
る
関
係
機
関
で
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
議
を
開
催
し
、情
報
共
有
や
連
携
の
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

　

ま
た
、医
療
体
制
に
つ
い
て
は「
あ
い
ち
医
療
通
訳
シ
ス
テ
ム
推
進
協

議
会
」を
設
立
し
、通
訳
者
の
派
遣
や
、電
話
通
訳
サ
ー
ビ
ス
、紹
介
状
・

診
断
書
等
の
翻
訳
を
行
っ
て
い
る
。今
後
は
、よ
り
多
く
の
医
療
通
訳
者

の
養
成
に
も
取
り
組
み
、外
国
人
県
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
働
き
、暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
多
文
化
共
生
社
会
を
実
現
し
て
い
く
。

知 

事
多
文
化
共
生
社
会
づ
く
り
の

推
進
に
つ
い
て

児
童
生
徒
や
教
員
に
と
っ
て
良
好
な
教
育
環
境
の
整
備
を

図
っ
て
い
く
た
め
、勤
務
時
間
管
理
の
徹
底
、外
部
人
材
の
活
用
等
に
よ

る
教
員
の
業
務
の
縮
減
、学
校
運
営
の
効
率
化
・
最
適
化
な
ど
、ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
？

勤
務
時
間
外
の
在
校
時
間
が
80
時
間
を
超
え
る
教
員
の
割

合
に
つ
い
て
、今
年
度
、全
て
の
学
校
で
0
％
に
す
る
と
い
う
目
標
の
達

成
は
、厳
し
い
。

　

こ
う
し
た
中
、国
は
、来
年
度
か
ら
勤
務
時
間
外
の
在
校
時
間
の
上
限

を
月
45
時
間
と
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
法
律
上
の
指
針
と
し
て
位
置
付

け
る
こ
と
と
し
て
お
り
、そ
の
実
現
の
た
め
、教
員
が
担
う
業
務
の
明
確

化
・
適
正
化
の
取
組
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、教
員
以
外
の
専
門
ス
タ
ッ

フ
の
活
用
、外
部
へ
の
業
務
の
移
行
を
よ
り
一
層
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

　

来
年
度
は
、部
活
動
指
導
員
や
ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
な

ど
の
配
置
の
拡
充
や
、国
の
動
き
を
踏
ま
え
た
多
忙
化
解
消
プ
ラ
ン
の

見
直
し
を
検
討
し
て
い
く
。

教
育
長

教
員
の
多
忙
化
解
消
と
良
好
な

教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

児
童
虐
待
相
談
対
応
件
数
は
、9
年
連
続
最
多
件
数
を
更
新

し
て
い
る
現
状
か
ら
、児
童
相
談
セ
ン
タ
ー
の
体
制
強
化
に
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
？

こ
れ
ま
で
も
3
年
間
で
専
門
職
員
を
48
名
増
員
し
て
い
る
。

国
が
、2
0
2
2
年
度
ま
で
に
専
門
職
員
を
大
幅
に
増
員
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
中
、本
県
で
は
現
在
の
2
0
7
人
か
ら
3
0
0
人
程
度
に
増

員
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、新
た
に「
30
歳
か
ら
59
歳
ま
で
」を
対
象
に

「
特
別
募
集
」を
行
い
、よ
り
経
験
豊
富
で
専
門
性
の
高
い
人
材
を
採
用

す
る
予
定
。

　

加
え
て
、本
県
独
自
の
研
修
を
実
施
し
、経
験
年
数
の
短
い
職
員
の
専

門
性
の
強
化
を
図
っ
て
行
く
。さ
ら
に
、複
雑
化
・
困
難
化
す
る
事
案
に

対
応
で
き
る
よ
う
、弁
護
士
に
よ
る
相
談
体
制
の
充
実
や
、警
察
官
Ｏ
Ｂ

の
増
員
等
を
行
っ
て
い
く
。こ
う
し
た
取
組
を
通
じ
、質
と
量
の
両
面
か

ら
児
童
相
談
セ
ン
タ
ー
の
さ
ら
な
る
体
制
強
化
を
図
り
、未
来
を
担
う

子
ど
も
の
命
を
守
る
こ
と
を
最
優
先
に
、児
童
虐
待
防
止
対
策
に
し
っ

か
り
と
取
り
組
ん
で
い
く
。

知 

事
児
童
虐
待
防
止
に
関
す
る

取
り
組
み
に
つ
い
て

嶋
口
忠
弘
政
策
調
査
会
長

（
12
月
5
日
、本
会
議
）

（
安
城
市
、2
期
）

新
政
あ
い
ち
県
議
団
代
表
質
問
か
ら

新
政
あ
い
ち
県
議
団
代
表
質
問
か
ら
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少
花
粉
ス
ギ
植
栽
面
積
を
８
倍
に

新
政
あ
い
ち
県
議
団
一
般
質
問
か
ら

新
政
あ
い
ち
県
議
団
一
般
質
問
か
ら

新政あいち県議団 県政レポート

愛
知
県
議
会

質
問
録
画
は

検
索

　
日
比
た
け
ま

さ
議
員（
春
日

井
市
、
3
期
）

は
、「
ア
レ
ル
ギ

ー
お
よ
び
健
康

を
害
す
る
化
学

物
質
に
対
す
る

本
県
の
取
組
」に
つ
い
て
、ア
レ
ル
ギ

ー
疾
患
全
般
、花
粉
症
、ゲ
ノ
ム
編

集
技
術
応
用
食
品
、食
物
ア
レ
ル
ギ

ー
、快
適
な
空
気
環
境
、身
の
回
り

県
の
キ
�
�
シ
�
レ
ス
化
推
進
を
提
案

　
浅
井
よ
し
た

か
議
員（
豊
橋

市
、４
期
）は
、

「
災
害
に
備
え

た
官
民
連
携
体

制
の
強
化
」
に

つ
い
て
県
の
取

り
組
み
姿
勢
を
質
し
た
。災
害
時

に
樹
木
や
電
柱
が
倒
れ
、大
規
模

な
停
電
や
通
信
障
害
が
発
生
す

れ
ば
、県
民
生
活
に
多
大
な
影
響

を
与
え
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、迅
速
な
復
旧
を
図
る

た
め
に
は
、県
が
電
力
会
社
や
通

信
事
業
者
と
あ
ら
か
じ
め
協
定
を

結
び
、迅
速
に
対
応
で
き
る
体
制

の
強
化
が
必
要
で
あ
る
と
の
提
案

を
行
っ
た
。こ
れ
に
対
し
、防
災
安

全
局
長
は
そ
の
必
要
性
を
認
め
、

本
県
建
設
局
や
電
力
・
通
信
な
ど

の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
事
業
者
と
協
議

を
行
い
、災
害
協
定
の
締
結
を
進

め
る
と
の
考
え
を
示
し
た
。さ
ら

に
浅
井
議
員
が
、災
害
時
に
被
災

状
況
を
迅
速
か
つ
正
確
に
把
握
す

る
た
め
、官
が
持
つ
情
報
に
加
え
、

民
間
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
事
業
者
や

鉄
道
会
社
、マ
ス
コ
ミ
な
ど
が
保
有

す
る
映
像
情
報
等
を
集
約
で
き

る
先
進
的
な
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す

べ
き
と
提
案
し
た
の
に
対
し
、防

災
安
全
局
長
か
ら
今
後
の
更
新
に

合
わ
せ
、次
期
シ
ス
テ
ム
で
は
官
民

の
映
像
情
報
共
有
を
実
現
で
き
る

仕
組
み
の
構
築
に
取
り
組
む
と
の

答
弁
を
得
た
。

電
力
・
通
信
事
業
者

と
の
災
害
協
定

締
結
へ

に
あ
る
化
学
物
質
、P
C
B
処
理
と

い
っ
た
様
々
な
課
題
を
取
り
上
げ
、

対
策
を
質
し
た
。

　

こ
の
う
ち
花
粉
症
対
策
の
一つ
と

し
て
、各
都
道
府
県
で
は
現
在
、国
の

機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、花
粉

の
量
が
１
％
以
下
の
少
花
粉
ス
ギ
を

始
め
と
し
た
品
種
の
開
発
に
取
り

組
ん
で
い
る
。そ
こ
で
本
県
の
状
況

を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、2
0
1
9
年

に
開
催
さ
れ
た「
第
70
回
全
国
植
樹

ア
ジ
ア
パ
ラ
競
技
大
会
の
愛
知
・
名
古
屋
開
催
に

向
け
た
調
査
に
つ
い
て

﹁
予
期
せ
ぬ
妊
娠
﹂相
談
事
業
が

﹁
命
を
守
る
砦
﹂と
な
る
た
め
に

　
小
木
曽
史
人

議
員（
あ
ま
市

海
部
郡
、１
期
）

は
、「
予
期
せ
ぬ

妊
娠
」を
し
た

特
に
中
高
生

等
若
年
者
が
、

自
宅
出
産
や
産
科
未
受
診
の
飛
び

込
み
出
産
と
な
り
母
体
胎
児
と
も

に
命
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
危
険

性
が
高
い
こ
と
や
、出
生
し
た
生
後

０
日
の
胎
児
虐
待
死
に
繋
が
る
可

能
性
が
あ
る
等
の
課
題
認
識
の
も

と
、「
予
期
せ
ぬ
妊
娠
」相
談
事
業

の
体
制
整
備
に
つ
い
て
質
し
た
。県

は
相
談
窓
口
の
一
層
の
周
知
、メ
ー

ル
を
活
用
し
た
相
談
手
段
の
拡
充

を
含
め
、産
婦
人
科
系
医
療
機
関

等
関
係
機
関
と
連
携
し
具
体
的
な

取
組
を
検
討
し
て
い
く
と
答
弁
。

小
木
曽
議
員
は
、も
う
一
歩
踏
み

込
ん
だ
対
応
と
し
て「
予
期
せ
ぬ

妊
娠
」
に
特
化
し
た
「
妊
娠

S
O
S
相
談
窓
口
」を
設
置
し
、

救
わ
れ
る
べ
き
命
を
い
ち
早
く
ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
す
る
相
談
体
制
を
整
備

す
る
よ
う
求
め
た
。

　

加
え
て
、「
も
り
の
学
舎
」を
中

心
と
す
る
未
就
学
児
童
向
け
の
自

然
体
感
型
環
境
学
習
事
業
及
び

後
継
者
の
い
な
い
中
小
企
業
や
小

規
模
事
業
者
の
事
業
承
継
問
題

に
つ
き
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援（
後
継
者

人
材
バ
ン
ク
の
設
置
等
）の
環
境
整

備
を
積
極
的
に
進
め
る
よ
う
県
に

求
め
た
。

　

河
合
洋
介
県

議（
知
多
郡
第

一
、３
期
）は
、

あ
い
ち
小
児
セ

ン
タ
ー
の
魅
力

向
上
、機
能
強

化
に
つ
い
て
質

し
た
。病
院
事
業
庁
長
は
、近
年
の

小
児
救
急
部
門
、周
産
期
部
門
の

積
極
的
な
取
り
組
み
や
実
績
を
示

す
と
と
も
に
、今
後
の
あ
い
ち
小
児

セ
ン
タ
ー
の
魅
力
、機
能
向
上
に
向

け
、前
向
き
な
姿
勢
を
示
し
た
。

　

加
え
て
、来
る
べ
き
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
社
会
へ
向
け
て
、全
庁
挙
げ
て
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
推
進
を
提
案
し
、

国
の
動
向
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、

行
政
手
続
き
の
デ
ジ
タ
ル
化
、電
子

申
請
を
基
本
と
す
る
流
れ
と
、マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
に
も
言
及

し
、全
国
の
先
進
自
治
体
を
例
示

し
つ
つ
、県
の
積
極
的
な
取
り
組
み

を
促
し
た
。更
に
、愛
知
県
証
紙
の

廃
止
に
も
言
及
し
、県
民
の
利
便

性
向
上
と
、事
務
手
続
き
の
効
率

化
を
提
案
し
た
。県
は
、次
期
行
革

大
綱
に
も
触
れ
、前
向
き
な
姿
勢

を
示
し
た
が
、全
庁
挙
げ
て
の
キ
ャ

ッ
シ
ュ
レ
ス
化
や
、証
紙
に
関
し
て
は

研
究
を
進
め
る
旨
の
答
弁
に
留
ま

っ
た
。引
き
続
き
、キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

社
会
へ
向
け
て
の
県
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
要
望
し
た
。

祭
」に
て
天
皇
陛
下
に
お
手
植
え

い
た
だ
い
た
少
花
粉
ス
ギ（
あ
い
ち

ニ
コ
杉
）の
植
栽
を
、従
来
の
年
間
４

ヘ
ク
タ
ー
ル
程
度
か
ら
、今
後
は
約

８
倍
と
な
る
年
間
30
ヘ
ク
タ
ー
ル
ま

で
増
加
し
、花
粉
の
発
生
量
が
少
な

い
森
林
へ
の
転
換
を
図
っ
て
い
く
と

の
答
弁
を
得
た
。

　

日
比
議
員
は
、ア
レ
ル
ギ
ー
対
策

の
推
進
に
は
様
々
な
分
野
へ
の
対
応

が
求
め
ら
れ
、総
合
的
な
取
組
が
必

要
と
な
る
こ
と
か
ら
、「
ア
レ
ル
ギ
ー

疾
患
対
策
推
進
計
画
」を
策
定
す

る
よ
う
要
望
し
た
。

　

渡
辺
靖
議
員

（
西
尾
市
、2
期
）

は
、2
0
1
9

年
1
月
の
日
本

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
委
員
会
の
要

請
を
受
け
た
ア

ジ
ア
パ
ラ
競
技
大
会
の
開
催
可
能

性
検
討
調
査
の
調
査
内
容
と
現
状

に
つ
い
て
、パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
意
義
・

魅
力
を
示
し
、県
の
取
組
を
質
し

た
。こ
れ
に
対
し
県
は
、調
査
を
行

う
に
あ
た
っ
て
は
、実
施
す
る
競

技
を
念
頭
に
置
き
、過
去
の
ア
ジ

ア
パ
ラ
競
技
大
会
や
東
京
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
の
実
施
競
技
を
参
考
に

20
競
技
程
度
を
想
定
し
、調
査
を

す
る
考
え
を
示
し
た
。

　

加
え
て
、渡
辺
議
員
は
、ス
ポ
ー

ツ
庁
か
ら
委
託
を
受
け
て
い
る
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
教
育

の
推
進
事
業
の
取
組
内
容
と
成
果

に
つ
い
て
質
し
た
。こ
れ
に
対
し
県

は
、具
体
的
に
オ
リ
パ
ラ
教
育
推

進
校
と
し
て
18
校
を
指
定
し
、大

会
に
関
す
る
理
念
、歴
史
、仕
組
み

を
学
ぶ
と
と
も
に
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
教
育
に
重
点
的
に
取
組
む
な

ど
、2
0
2
6
年
ア
ジ
ア
競
技
大

会
も
視
野
に
、教
育
の
充
実
に
努

め
る
と
の
答
弁
を
得
た
。ま
た
、知

事
よ
り
ア
ジ
ア
パ
ラ
競
技
大
会
を

愛
知
・
名
古
屋
で
開
催
す
る
こ
と

に
な
れ
ば
、日
本
の
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
界
に
と
っ
て
、東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
次
な
る
大
き
な
目
標
と
な
る

よ
う
名
古
屋
市
と
連
携
し
、開
催

に
向
け
て
し
っ
か
り
と
検
討
す
る

と
の
答
弁
を
得
た
。
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